
３．跡地利活用検討の３カ年の流れ

基礎調査
・県市を取り巻く社会環境・課題、不足している機能
・競馬場跡地及び周辺地区の現状 等

有識者検討委員会による検討（H21.3.25～）
�原則隔月のペースで計６回程度開催

【導入機能等調査研究（委託）】

外部専門機関等を活用し、
専門的・技術的なデータの収
集・作成や導入が想定される
機能の実現可能性等の調査
研究を行う。

【ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ】

・経過報告
・講演・討論会等

＜検討内容＞

�利活用の可能性

�導入機能・用途候補の洗い出し

�土地整理の方法、場外馬券所の取扱い

�機能・用途の絞込、開発手法

検討結果とりとまめ

利活用方針（案）の作成
３

跡地利活用の原則 １．一体的な利活用 ２．県・市双方の発展に資すること ３．長期的視点で検討

【県民等意向把握】
○県民アンケート調査（H21.2～H21.3）

より具体的な検討の必要性 （＝政策判断の為の材料集め）

○地権者・地元住民意見交換
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H20

H21

H22
関係機関との意見調整
�土地整理に関する地権者との意見調整
�場外馬券所の取扱いに関するＪＲＡ・ＮＲＳとの意見調整
�県・市議会との議論 等


